
 
ご指導よろしくお願いいたします 福原 

６月 28日（金）６校時 算数科 ６



 
 
 
 
４ 本時の学習 
■目標   正方形の面積を等分していく活動を通して、面積が等分されていることを底辺と高さに注目して

理解するとともに、図形をしなやかに見る力を養う。 

■準備物  （T）円、正方形の図（拡大用紙，マグネット）， 

■学習過程 ※（全）（小）（個）：学習形態（全：全体の場 小：小集団 個：個人）○評：評価の観点   
学習事項 児童の活動 教師の働きかけとねらい （集 団） 

１．学習 
課題へ
の接近 
 
 
 

（１）問題場面を把握する。 

・円は中心から区切っていけば、面積を３

等分や４等分、５等分などいろいろな大

きさに等分することができる。 

・正方形を同じように中心 

 から区切っていくと何等分 

 ならできるだろう？ 

・２等分、４等分は簡単だよ。 

・８等分もできるよ。 

・２，４，８等分以外は難しそう。 

・１２等分もできると思う。 

（１） 

・課題意識をもつことができるよ

うに、「何等分ならできそうか」と

できることから問う。 

・中心から分ける必然性を感じる

ことができるように、ピザの画像

を提示する。 

・どの子も話題についていくこと

ができるようにするために、ペア

で確認する時間をとったり、教師

が理解していない立場を演じて

説明を促したりする。 

（全） 

 授業集団として

課題に向かってい

く雰囲気をつくる

ことができるよう

にする。 

２．学習
課題の
設定 

（２）本時の学習課題を設定する。 

 

 

 

（２）本時の学習の目的を確認する

ために、課題を設定し板書す

る。 

（全） 

解決する意欲を

高めることができ

るようにする。 

３．学習
課題の
追求 

 
 
 
 

 
 

 

（３）12等分する方法を考える。 

・30度ずつ区切ると等分できて 

いるのではないかな。 

・長さがわからないと 

 調べることができない。 

・長さはどれも同じだよ。だから底辺に注

目すれば面積は比べられるよ。 

・30度で区切っても面積は等分されない。 

 

（４）12等分する切り方を考える。 

・三角形の形が違っても底辺と高さが等し

かったら面積は等しくなるよ。 

・１辺を3等分するように分けたら面積が

12等分できる。 

 

（５）他には何等分できるか考える。 

・1辺を等分する考えを使えば、16等分や

20等分もできる。 

・４の倍数なら等分できる。 

・３等分とか、５等分は無理なのかな。 

（３） 

・どの子にも考える機会を確保す

るために、長さが分からなくても

調べられるという子には、答えで

はなくヒントを出すように促す。 

・等分できていないことを全体が

理解することができるようにす

るために、ペアやグループで説明

し合う場面を設定する。 

（４） 

・数値を示さないことで理解が難

しい場合は、具体的な数値を設定

して考えるように促す。 

○評 周りの長さを等分することで、

面積が等分されていることを理解

している。（ノートの記述） 

（５） 

・発展的に考えることができるよ

うに、教師は限定的な問い返しを

行う。 

（個→全） 

まずは一人一人

が自分の考えをも

つことができるよ

うにするために、

一人で思考する時

間をとる。 

 

（小→全） 

考えを交流しな

がら，学習を広げ

たり深めたりする

ことができるよう

にする。 

４．学習
のふり
かえり 

（５）本時の学習についてまとめ，自己の

学びを振り返る。 

・面積を比べるときは、底辺と高さに注目

することが大切だと思った。 

・12等分はできたけど、３等分などもでき

るのかな。 

・周りの長さを等分して面積を等分するこ

とは正方形以外でもできるんじゃない

かな。 

（５）本時の振り返りだけでなく、

発展的に考えようとすること

ができるように、振り返りの視

点を示す。 

 

 

 

 

（個→全） 

学びを広げたり

深めたりすること

ができるように、

ふりかえりの内容

を共有する。 

正方形の面積を中心から１２等分する

ことはできるのだろうか。 

・ 今日の学習で大切だと思ったこと。 
・ 疑問や新たな問い。（～でもできるの

か？） 
・ 今日の考えを使って他に解決できそう

なこと。 



 
 
 
 
 


